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はじめに  
	 Cu2ZnSnS4（以下 CZTS）は、CuInSe2 の In
を Zn及び Snで、Seを Sで置換した、豊富で
無毒な資源を原料とした化合物半導体である。

約 1.5 eV のバンドギャップを持ち、光吸収係
数も大きいことから太陽電池用光吸収層とし

て有望視されている。本研究では、CZTS薄膜
を大気中で簡便かつ安価なスプレー法を用い

て作製し 1)、さらに、膜内組成の均一性及び結

晶性の向上 2)を図るため、溶媒にエタノールを

加え、膜質に与える影響について調べた。 
実験  
	 溶質として CuCl、ZnCl2、SnCl2、CH4N2Sを
それぞれ 8.0×10-3、4.0×10-3、4.0×10-3、3.2
×10-2 mol/lを蒸留水 － エタノールの混合溶媒
200 ml に溶かし、原料溶液とした。溶媒中の
エタノール量を蒸留水に対し、1:9～3:7と変化
させた。500 ℃に設定したホットプレート上の
合成石英基板に 30 分間吹き付けて試料とした。 
結果と考察  
	 図 1に、蒸留水とエタノールの比が 1:9、2:8
及び 3:7で作製した X線回折測定結果を示す。
溶媒中のエタノール比率が増加するとともに

（1 1 2）ピークの半値幅が減少することがわか
った。この半値幅の減少は結晶性が良くなった

ことに起因する。溶媒中のエタノール比を増加

させることで、参考文献[2]と同様に製膜速度
は低下した。 
図 2 に、溶媒中のエタノール比を変化させ
たときの表面 SEM像を示す。エタノール比が
低い場合、結晶粒の凝集が確認できた。EDX
測定の結果、これらの凝集した粒と薄膜部分で

は組成の大きな変化は見られなかった。エタノ

ール比を増加させるにつれて、結晶粒の凝集が

減り、表面平坦性が向上し、太陽電池により適

したものとなった。 
まとめ  
蒸留水 － エタノールの混合溶媒を用いて、

CZTS薄膜を作製した。溶媒中のエタノール比
を増加させることで結晶性が向上した。また、

表面の結晶粒の発生を抑制し、表面形態を改善

させることができた。また、膜内の組成も均一

に保つことができた。 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
Fig.1 X-ray diffraction patterns of CZTS thin film. 

 

Fig.2 Surface morphology of CZTS thin film. 
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